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Ⅰ ． 京 都 大 学 「 森 里 海 ポ ス タ ー 展 示 」  

   ビ ジ ュ ア ル 賞 受 賞  

 京 都 大 学 主 催 の 「 森 里 海 ポ ス タ ー 展 示 」 に お い て 、 多 摩

川 探 究 プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム が ビ ジ ュ ア ル 賞 を 受 賞 し ま し

た ！ 審 査 は 、 ① メ ッ セ ー ジ 性 ・ パ ッ シ ョ ン 、 ② ス ト ー リ ー

性 、 ③ ポ ス タ ー デ ザ イ ン 、 ④ 森 里 海 連 環 の 説 得 力 、 の   

4 要 素 に つ い て 行 わ れ ま し た 。 発 表 内 容 概 要 や 研 究 者 の  

コ メ ン ト を 紹 介 し ま す 。  

発 表 内 容 概 要  

研 究 者 コ メ ン ト  

・ 住民が地域の河川に関心を持つことは、地域にとっても地球環境にとても重要です。 

 そのための1つの方策として、多くの人が川で遊べる環境作りがあると思います。安全で 

 楽しく遊べる川作りのためにどのような工夫が必要なのか、大変興味がわきました。 

・ 自然を「身近に感じる」ことの重要性を扱ったすばらしい研究でした。この結果を広く 

 地域に啓発してほしいと感じました。 

・ 水管理と自然災害のリスクに関連する常識を分からせる素晴らしい調査だ。 

 昨年度の台風19号の災害をきっかけに、川の脅威を知ると同時にこれ

まで川に対して無関心であったことに気づいた。 
⇣ 

 『人と川の関係をもっと身近にしなければならない』と考え、多摩川

の歴史や川への意識、台風19号等の側面から調査・探究を行うことに 

した。 
⇣ 

 ①歴史的に見た川との関わりの文献調査、②高校生の川に対する意識

アンケート、③図書館にある6種類の新聞の報道の分析、④本校のJETの

先生、及び⑤八王子市役所防災課へのインタビューを行い、考察する 

ための資料を集めた。 
⇣ 

 人々の川への関心は低いと言える。川への関心が低いことは、洪水 

対策の不足や風水害の軽視の原因になり得る。専門家の意見を理解した

上で、自分たちは次に災害が起きたとき具体的に何をすればよいかを 

考えること、日頃から地域住民と良い関係を築き有事の際には助け合う

ことで、災害時により良い行動を取れるとともに川への関心も上がるで

あろう。 
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Ⅱ ． プ ロ ジ ェ ク ト 紹 介  そ の ②  

 探 究 ニ ュ ー ス N o .  5 に 続 き 、 課 題 解 決 プ ロ ジ ェ ク ト の 紹 介 を し ま す 。  

テーマ設定の理由 

 …グループの大きなテーマが「災害」のため、災害時に水道が止まった時に、初期 

  消火、飲み水の確保に役立てるためのデータを作成したいと考えたからである。 

研究内容 

 …研究の手法と して石川口～日野市旭ヶ丘まで 

  を実際に歩くフィールドワークを重視し、 

  消火栓・防火水槽、公園の水を記録して、 

  その場所の一覧をオープンデータ化した。 

  分析の結果大通りは、一定間隔で消火栓が 

  設置されていた。防火水槽は大きな公園、 

  マンションで見受けられた。 

見つけた消火栓(一例)
• 東京都八王子市大和田町1丁目1-1

• 東京都八王子市大和田町1丁目1-5

• 東京都八王子市大和田町1丁目2-6

• 東京都八王子市大和田町1丁目2-7

• 東京都八王子市大和田町1丁目3-14

• 東京都八王子市大和田町1丁目5-11

• 東京都八王子市大和田町1丁目6-12

• 東京都八王子市大和田町1丁目7-7

• 東京都八王子市大和田町1丁目11-15

• 東京都八王子市大和田町1丁目12-5

• 東京都八王子市大和田町1丁目15-3

• 東京都八王子市大和田町1丁目17-18 ETC 大和田町1丁目だけで10件以上

テーマ設定の理由 

 …グループの大きなテーマが「防犯」のため、自分たちで簡単に出来てかつ、身近 

  な安全につながることを考え研究した。 

研究内容 

 …主にフィールドワークでピーポくんの家を調べ、その場所の座標をパソコンに 

  打ちこみ記録した。分析の結果、コンビニには必ずシールが貼ってあり、入り 

  組んだ道にも多くあった。登校時の明るい時はピーポくんの家が多い入り 

  組んだところを通り、下校時の暗い時はコンビニなどの明るい道を通ること 

  をオープンデータとして示すことができた。 

オープンデータプロジェクト 

高 倉 小 の 周 辺 の ピ ー ポ く ん の 家 ( 1 1 0 番 の 家 ) の 位 置 を 調 べ 、  

小 学 生 が 安 全 に 通 れ る 通 学 路 を つ く る  

消 防 水 利 （ 消 火 栓 、 防 火 水 槽 ） と 公 園 の 水 の 位 置  
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テーマ設定の理由 

 …プロジェクト内で読んだ本で、このデータは何をもとに作ったのか、これは信用 

  できるのかという話になったものがあった。そこから普段の生活の中で何も疑わず 

  に信用しているデータについて本当にそれでよいのかを、データをとった手段、 

  方法などから疑ってみるべきだと思ったからである。またその改善法を考えたい。 

研究内容 

 …普段見るニュース番組の月刊世論調査について、ホームページより調査方法を 

  調べ、その結果から誤差による結果の変動は起こりうるのか、世論として社会の 

  意見を反映させられていると考えられるのかなどを考察した。 

  調査方法：携帯電話を含むRDD法 

   ○ 固定電話だけでなく携帯電話を持つ人にも意見を聞くことができる。 

   △ 電話以外にも、自分が余裕のある時間に回答することができる方法も取り 

    入れることが望ましい。 

     →（例）はがき 

         △ より多くの回答が得られると思うが、コストがかかる。 

  人 数：1000人程度 

   1000人に調査して回答率が50%であった場合、誤差が±3.2%以内に収まる確率は 

   95%となる。 

   →今以上に増やすことができるなら、その分誤差を減らすことができるが、 

    その必要はそこまでない。 

  調査日程：1月版は1/18（土）,19（日） 

   △ 土日勤務の人から意見を聞くことが難しいため、平日にも調査するべき。 

  時 間 帯：今回把握することができなかったが、幅広く設定する必要がある。 

 

 

  また、テーマからずれてしまうがこのような調査をする 

 には、まず回答者がその質問について理解し、自分の意見 

 をもっている必要もある。個人が社会について考え、意見 

 を言えるような学習をする必要もあるのではないだろうか。 

政治とメディアとデモクラシープロジェクト 

テ レ ビ の 世 論 調 査 は 正 し く 世 論 を 反 映 さ せ て い る の か   
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テーマ設定の理由 

 …スペースデブリ（役目を果たした人工衛星から出てきた 

  宇宙空間にある人工物体）は、人工衛星などにぶつかる 

  など大きな衝撃をもたらす。人工衛星の打ち上げ増加に 

  伴いスペースデブリも増加してきており、その影響で 

  起きる危険な衝突を防ぐため、このテーマを設定した。  

研究内容 

 …小型衛星を作るには莫大な資金が必要となるので、私たち高校生にもできることを 

  考え、導電性テザーを作る資金をクラウドファンディングで集めることを想定 

  した。 

  導電性テザーとは人工衛星に取り付ける細長い電線のことで電気を流すとロケット 

  エンジンを動かすことができるため、燃料をあまり使わずに衛星を大気圏に落とす 

  ことができるのではないかと期待されている。大気圏に衛星を落とすことで、今後 

  新しいデブリが発生することを防ぐことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  これを作るために必要な費用を500万円と仮定し、寄付型クラウドファンディング 

  で協力を呼びかける。TwitterなどのSNSを活用し、若い世代の共感を得て、この 

  プロジェクトを拡散していく。 

超小型衛星プロジェクト 

ス ペ ー ス デ ブ リ 削 減 の た め の 超 小 型 衛 星 の 製 作 と 費 用 の 調 達   
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